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１．はじめに

2021 年 4 月から，平成 29 年版中学校学習

指導要領（以下，学習指導要領）の取組が全

面実施された。各教科で期待される見方・考

え方を働かせながら，「知識及び技能（実際の

社会や生活で生きて働く力）」「思考力，判断

力，表現力等（未知の状況にも対応できる力）」

「学びに向かう力，人間性等（学んだことを

人生や社会に生かそうとする力）」という三つ

の資質・能力の育成をめざすことが求められ

ている。

確かに，この数年間で，各教科の学会や教

育雑誌で見方・考え方に着目した実践報告が

増えており，全面実施への基盤はつくられた

かのように見える。しかしながら，未だに教

育現場として混迷をきわめているのが，資質・

能力を評価する内容や方法である。2020 年 6
月に『「指導と評価の一体化」のための学習評

価に関する参考資料』（以下，『参考資料』）が

発行されたものの，管見の限り，『参考資料』

*  四日市市立富洲原中学校
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に掲載されている評価方法に対する批判的考

察や，それに代わる具体的な評価方法の提案

は数少ない。特に，教科教育の分野において，

「学びに向かう力，人間性等」に関わりのあ

る，「主体的に学習に取り組む態度」の研究数

が非常に少ない現状があり 1)，教育現場の悩

みを解決に導く研究の促進が急務である。

 そこで本研究では，2020 年度の三重大学教

育学部附属中学校（以下，附属中）における

社会科と数学科の振り返りシートの開発を通

して，「主体的に学習に取り組む態度」に関わ

る評価方法の実践報告を行うことを目的とす

る。本研究は，次の方法で考察していく。第

１は，観点別学習状況における３観点の評価

の捉え方について整理する。第２は，三重県

内の中学校教師に対する評価規準に関する調

査の結果から，「主体的に学習に取り組む態度」

を指導・評価していくための留意点を捉える。

第３は，開発した「主体的に学習に取り組む

態度」に関わる振り返りシートについて，量

的調査を中心に評価を行い，今後の教育現場

で実践していくための方策を提案する。第４

は，2020 年度の実践結果から改善した振り返

りシートを提案する。
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２．「主体的に学習に取り組む態度」を指導・

評価していくための枠組み

（１）各種調査結果からわかること 

 目の前にいる生徒は，普段の授業で習得し

たことを，どの程度日常生活や社会で活用し

ようとしているのか。国際数学・理科教育動

向調査（以下，TIMSS）と全国学力・学習状

況調査（以下，学調）による質問紙調査の結

果は，この問いを考える手がかりとなる（文

部科学省，2020；国立教育政策研究所，2019）。
第１表は，2019 年に実施された双方の調査

結果を整理したものである。TIMSS の結果か

らは，「数学（または理科）を勉強すると，日

常生活に役立つ」と回答した生徒が，数学は

70%，理科は 65%あったものの，国際平均よ

りは低くなっている。他方で学調の結果から

は，「国語（または，数学，英語）で学習した

ことは，将来，社会に出たときに，役に立つ

と思いますか」に回答した生徒のうち，肯定

的な回答をした生徒が，国語は 87.7%，数学

は 76.1%，英語は 85.7%あり，毎日の授業は

将来に役立つと考えている傾向が高い状況に

あった。

 二つの調査からわかることは，教師の予想

を超えて，生徒は日常生活や社会のなかで，

授業で習得したことは活用できる（または活

用したい）と考えているということである。

教師は，目の前にいる生徒の期待に一体どこ

まで応えることができているのだろうか。こ

ういった問題があるからこそ，「指導と評価の

一体化」の重要性が指摘されており，学習評

価への正しい理解が求められるのである。

（２）「３観点の評価」の捉え方 

 ①「知識・技能」と「思考・判断・表現」

についての捉え方 

学習評価の目的は，「教師の指導の改善を図

るとともに，生徒の学習の改善を図ること」

である（小栗，2021：p.35）。すなわち，大前

提として，指導と評価は一体化の関係にあり，

教師と生徒の双方の見直しを常に図っていか

なければならない。そこで，学習指導要領に

学習評価の新たな観点として明記されたのが，

「知識・技能」「思考・判断・表現」「主体的

に学習に取り組む態度」という３観点である。

３観点を捉えていくにあたって参考になるの

が，石井（2015）による「学校で育てる能力

の階層性（質的レベル）を捉える枠組み」で

ある（石井，2015：p.22）。そのなかでも，ま

ずは「認知システムの枠組み」に関する第１

図をもとにして，「知識・技能」と「思考・判

断・表現」の捉え方を整理したい。

第１は，「知っていること・できる」の層に

あたる「事実的知識」（内容知）と「技能（個

別的スキル）」（方法知）で，「知識・技能」に

該当する。１時間の授業で習得されるものが

想定され，空所補充問題や組み合わせ問題の

ような簡単なペーパーテストや，単純な実技

テストで評価できる。

第２は，「わかる」の層にあたる「概念的知

識」（内容知）と「方略（複合的プロセス）」

（方法知）で，「知識・技能」に該当し，特に

「思考・判断・表現」で活用される特徴があ

る。単元で習得されるものが想定され，論述

問題や文章題といった工夫をこらしたペーパ

第１表 2019 年における国際数学・理科教育動向調査と全国学力・学習状況調査の結果 

調査機関 質問項目 国内の結果 国際比較 

国際数学・ 

理科教育動向調査 

数学を勉強すると，日常生活に役立つ 70% 81% 
理科を勉強すると，日常生活に役立つ 65% 84% 

全国学力・ 

学習状況調査 

国語で学習したことは，将来，社会に出たときに，

役に立つと思いますか 
87.7% －

数学で学習したことは，将来，社会に出たときに，

役に立つと思いますか 
76.1% －

英語で学習したことは，将来，社会に出たときに，

役に立つと思いますか 
85.7% －

（文部科学省，2020；国立教育政策研究所，2019 をもとに松村作成）
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ーテストや，いくつかの技能を組み合わせた

実技テストで評価できる。

第３は，「使える」の層にあたる「見方・考

え方」（第２表）で，「思考・判断・表現」に

該当する。単元で習得されたものをどの程度

使えるのかを見ていくことを目的としており，

第２表 各教科等の見方・考え方の一覧 

種類 内容 

言葉による見方・考え方 
自分の思いや考えを深めるため，対象と言葉，言葉と言葉の関係を，言葉の意味，働き，使い方等に着目し

て捉え，その関係性を問い直して意味付けること(p.117) 

社会的事象の地理的な見

方・考え方 

社会的事象を，位置や空間的な広がりに着目して捉え，地域の環境条件や地域間の結び付きなどの地域とい

う枠組みの中で，人間の営みと関連付けること(p.141) 

社会的事象の歴史的な見

方・考え方 

社会的事象を，時期や推移などに着目して捉え，類似や差異などを明確にしたり，事象同士を因果関係など

で関連付けたりすること(p.141) 

現代社会の見方・考え方 
社会的事象を，政治，法，経済などに関わる多様な視点（概念や理論など）に着目して捉え，よりよい社会

の構築に向けて，課題解決のための選択・判断に資する概念や理論などと関連付けること(p.141) 

数学的な見方・考え方 事象を数量や図形及びそれらの関係などに着目して捉え，論理的，統合的・発展的に考えること(p.157) 

理科の見方・考え方 
自然の事物・現象を，質的・量的な関係や時間的・空間的な関係などの科学的な視点で捉え，比較したり，

関係付けたりするなどの科学的に探究する方法を用いて考えること(p.167) 

音楽的な見方・考え方 
音楽に対する感性を働かせ，音や音楽を，音楽を形づくっている要素とその働きの視点で捉え，自己のイメ

ージや感情，生活や社会，伝統や文化などと関連付けること(p.195) 

造形的な見方・考え方 
感性や想像力を働かせ，対象や事象を，造形的な視点で捉え，自分としての意味や価値をつくりだすこと

(p.206) 

生活の営みに係る見方・

考え方 

家族や家庭，衣食住，消費や環境などに係る生活事象を，協力・協働，健康・快適・安全，生活文化の継承・

創造，持続可能な社会の構築等の視点で捉え，よりよい生活を営むために工夫すること(p.227) 

技術の見方・考え方 
生活や社会における事象を，技術との関わりの視点で捉え，社会からの要求，安全性，環境負荷や経済性等

に着目して技術を 適化すること(p.228) 

体育の見方・考え方 
運動やスポーツを，その価値や特性に着目して，楽しさや喜びとともに体力の向上に果たす役割の視点から

捉え，自己の適性等に応じた『する・みる・支える・知る』の多様な関わり方と関連付けること(p.240) 

保健の見方・考え方 
個人及び社会生活における課題や情報を，健康や安全に関する原則や概念に着目して捉え，疾病等のリスク

の軽減や生活の質の向上，健康を支える環境づくりと関連付けること(p.240) 

外国語によるコミュニケ

ーションにおける見方・

考え方 

外国語で表現し伝え合うため，外国語やその背景にある文化を，社会や世界，他者との関わりに着目して捉

え，コミュニケーションを行う目的・場面・状況等に応じて，情報や自分の考えなどを形成，整理，再構築

すること(p.255) 

道徳科における見方・考

え方 

様々な事象を，道徳的諸価値の理解を基に自己との関わりで（広い視野から）多面的・多角的に捉え，自己

の（人間としての）生き方について考えること(p.295) 

探究的な見方・考え方 
各教科等における見方・考え方を総合的に活用して，集団や社会における問題を捉え，よりよい人間関係の

形成，よりよい集団生活の構築や社会への参画及び自己の実現に関連付けること(p.310) 

集団や社会の形成者とし

ての見方・考え方 

各教科等における『見方・考え方』を総合的（・統合的）に活用して，広範（かつ複雑）な事象を多様な角

度から俯瞰して捉え，実社会や実生活の文脈や自己の（在り方）生き方と関連付けて問い続けること(p.328) 

（中央教育審議会，2016 をもとに松村作成）

（石井，2015：p.22 をもとに松村作成）

第１図 「知識・技能」と「思考・判断・表現」の捉え方 

知識の有意味な使用と創造

（使える）

知識の意味理解と洗練

（わかる）

知識の獲得と定着

（知っている・できる）

真正の文脈における活動や作品に基づく評価

（思考・判断・表現）

知識表象や思考プロセスの表現に基づく評価

（知識・技能）

客観テスト

（知識・技能）

中学校における「主体的に学習に取り組む態度」に関わる評価方法の開発
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小論文，レポート，作品制作・発表，パフォ

ーマンス課題とルーブリックで評価できる。

 以上のように，「知識・技能」と「思考・判

断・表現」については，教師が，内容知と方

法知が密接に関わり合っていることを理解し

た上で，教材・課題の選定や発問の工夫を行

っていくことが求められる。この足場が揺ら

いでしまうと，生徒の学習過程において，適

切な形成的評価（換言すると，次の学習に向

けての明確なフィードバック）が行えない可

能性があるため，各教科の特性に合わせた研

究を進めていかなければならない。

②「主体的に学習に取り組む態度」につい   

 ての捉え方 

 「氷山モデル」を提唱した梶田（1994）は，

当時の観点別評価で表されていた「知識・理

解」と「技能」を「見える学力」，「思考力・

判断力・表現力」と「関心・意欲・態度」を

「見えない学力」に分けている（梶田，1994：
p.86）。「主体的に学習に取り組む態度」は後

者と関わりがあり，単元のどこかで，生徒が

自らの学習活動を意識化して「どうすればよ

りよく学べるのか」という視点から捉える場

面を設定していく必要がある。したがって，

「主体的に学習に取り組む態度」は冷静で客

観的な判断をしてくれるもう一人の自分をつ

くり出していくような（三宮，2018：pp.14-
15），いわゆる「メタ認知」の要素を含めた観

点と捉えることができる。

 前項で取り上げた石井（2015）によると，

「主体的に学習に取り組む態度」は，「知識・

技能」と「思考・判断・表現」の学習の土台

を形成したり，それを方向づけたりするもの

であり，日誌・日記，ポートフォリオなどに

基づく自己評価・相互評価によって評価でき

るとしている，（石井，2015：pp.24-25）。同

様の見解は，中央教育審議会初等中等教育分

科会教育課程部会（2019）でもなされており，

「主体的に学習に取り組む態度」を評価して

いくためには，「知識・技能」や「思考・判断・

表現」と関係があるものとして捉えていくこ

とが求められている。

③「認知心理学」の援用 

「主体的に学習に取り組む態度」を指導・

評価していくための足場を強固にするために，

三宮（2008）による認知心理学の知見から，

生徒にメタ認知させていくタイミングを明確

にしていきたい。

メタ認知は，大きく分けて二つに分類され

る（三宮，2008：pp.8-12）。一つは，「メタ認

知的知識」と言われるのもので，「人間の認知

特性についての知識」「課題についての知識」

「方略についての知識」 2)の三つで構成され

ている。二つには，「メタ認知的活動」と言わ

れるもので，「メタ認知的モニタリング」と「メ

タ認知的コントロール」の二つで構成されて

いる 3)。ここでは，メタ認知的活動が「主体

的に学習に取り組む態度」に関連していると

いう捉えのもと，メタ認知を高めていくため

の「課題遂行の三段階」を紹介していく。

 メタ認知的活動を見ていく際，学習活動を

事前段階，遂行段階，事後段階に分けられる。

事前段階では，メタ認知的知識を用いながら，

学習課題に対する評価・予想にもとづいて，

目標を設定し，計画を立て，方略を選択して

いく。遂行段階では，学習課題の困難度を再

評価したり，課題のやり方を点検したり，予

想に対する実際のズレを捉えながら，目標・

計画の修正や方略の変更をコントロールして

いく。事後段階では，学習課題の達成度を評

価したり原因分析を行ったりして，次回の学

習に向けての目標・計画を立て直し，異なる

方略を選択していく。これら三段階の流れを，

実際に 2020 年度の附属中での学習の場面と

照らし合わせて構想したものが第２図である。

 初の事前段階では，「知識・技能」を適切・

適正に使う段階には至っておらず，三つの層

がまとまりのないバラバラになっていること

が多い。そこで，学習を始める 初の段階で，

これまでの「知識・技能」を使いながら，単

松村　謙一・林　大輔・上野　雄司・三山　善久・新田　貴士
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元を貫く問いや学習課題に対してどのくらい

取り組むことができるのかを評価・予想させ

ることを通して，今後学習していく上での生

徒自身の基準をつくらせる。

 次に遂行段階では，学習活動のなかで生徒

間または生徒・教師間におけるフィードバッ

クを繰り返し行い，「知識・技能」をより高度

なものにし，「思考・判断・表現」をさせる。

教師の役割として，生徒の学びに良い影響が

出るような形成的評価の充実を図っていく。

 後の事後段階では，事前段階で評価・予

想したことと比較しながら，生徒自身の学び

を振り返らせる。これは「主体的に学習に取

り組む態度」に関わる総括的評価につながる

ものであり，適正・適切に「知識・技能」を

使いながら「思考・判断・表現」していった

のかということを，単元を貫く問いや学習課

題に答えていくことを通して自己評価したり，

教師側が評価したりする。他方で，単元のな

かで生徒が粘り強く自己調整しながら，「知

識・技能」を高度なものにしていったのかと

いう視点から見取ることも求められる。

④ 榎本博明氏の批判に対する検討 

 榎本（2020）は，「主体的に学習に取り組む

態度」の評価には意味がないと強く主張する。

特に，大学生の現状を例にしながら，「『関心・

意欲・態度』にしても，『主体的に学習に取り

組む態度』にしても，そうしたものは評価に

馴染まない，つまり他人が評価するもの」と

し，「『関心・意欲・態度』あるいは『主体的

に学習に取り組む態度』が成績評価の基
ママ

準と

して重視されるようになることで，生徒たち

の空気を読む姿勢が強まったのではないか」

としている（榎本，2020：p.85）。
 しかしながら，この榎本氏の批判は，「指導

と評価の一体化」の視点から三観点を捉えて

いない時点で，正当性を欠いている。また，

認知心理学の知見をもとに考えていくと，「主

体的に学習に取り組む態度」はメタ認知的活

動と深く関わっているわけで，生徒の学習効

果を上げていくためにも必要な観点になって

いる。そういった意味でも，教師は学習評価

の目的を正しく理解し，評価方法を適切に運

用していく力が求められていると言える。

（松村作成） 

第２図 生徒の学習場面から想定される「主体的に学習に取り組む態度」の捉え方 
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事前段階 遂行段階 事後段階

何が使えるかな？

合

・単元を貫く問いや学習課題を，
どのくらい達成できそうか？

△
 ・学習課題が思ったよりも難しい

が， どうすればよいか？
・単元を貫く問いに答える ための

見方 ・考え方で捉えているか？

― i 

・単元を貫く問いや学習課題を，
求められた段階まで達成できたか？
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３．中学校現場の現在地 －評価規準の分析

を基にして－

（１）評価規準に関する調査の目的

 本節では，「主体的に学習に取り組む態度」

に関わる中学校教師の意識調査を分析し，中

学校現場における学習評価の現状を明らかに

していく。

 「主体的に学習に取り組む態度」の前身で

ある「関心・意欲・態度」の評価の実際につ

いては，山根（1997）と大島（2020）が先行

調査を行っている。

二つの調査に共通しているのは，鳥取市内

の中学校社会科教員を対象（山根は 1996 年

3 月，大島は 2018 年 5 月に実施）にして，

「あなたは，『関心・意欲・態度』を評価する

とき，具体的には，生徒のどのような行動を

規準に評価していますか（主要なものを７つ

選んでください）」という質問項目を設定し，

選択肢の 27 項目のうち 7 項目を選択させる

というものであった。いずれの調査も「宿題・

提出物等の宿題をやっているか」の項目を選

択した教員が多く，20 年以上の時間が経過し

ても，「関心・意欲・態度」に関わる評価規準

が変わっていなかった（大島，2020：p.2）。
また大島（2020）は，評価の際の「客観性の

確保」を問題点に挙げた教師の状況を踏まえ

て，中学校社会科において，生徒が立てた「問

い」を基にした「振り返り場面」に関わる評

価方法を開発した（大島，2020：pp.3-11）。
以上の先行調査の結果やその後の研究経過

を考えると，未だに学習評価に関わる調査対

象の教科が限定的であり，「指導と評価の一体

化」がカリキュラムの基盤に置かれた現在に

おいては，学校組織として学習評価をどのよ

うに捉えていくのかという実践的な研究の積

み重ねが求められるように思う。

 そこで，「指導と評価の一体化」の困り感を

少しでも解決に導いていくために，まずは三

重県内にある２校の中学校に所属する全教科

の教員に対して質問紙調査を行うことにした。

２校を選んだ理由として，2020 年度の同じ時

期に「指導と評価の一体化」の研修を複数実

施し，基本的な理解ができているという条件

が同じだったからである。質問項目に関して

は，山根（1997）と大島（2020）の先行調査

を基に一部内容を改めた上で，「客観性の確保」

をはかるための評価方法を調査した。調査し

た時期は，2021 年度の 1 学期終了後の夏休

みである。

（２）調査の結果

第３表は，「主体的に学習に取り組む態度」

に関する評価方法の実際について，三重県内

にある２校の中学校の調査結果を整理したも

のである。この第３表とこれまでの実践をも

とに，「主体的に学習に取り組む態度」を指導・

評価していくための留意点について述べたい。

第１は，「関心・意欲・態度」から「主体的

に学習に取り組む態度」への移行が図れてい

るかどうかである。先に述べた通り「主体的

に学習に取り組む態度」では，生徒が自らの

学習活動をメタ認知する場面を設定しなけれ

ばならない。「関心・意欲・態度」では，挙手

回数などによる表面的な評価への懸念が示さ

れたが，これは「主体的に学習に取り組む態

度」でも同様に懸念されることである。例え

ば，第３表の「４．授業中の観察」「５．授業

中の観察記録・メモ」「６．発表内容，発言回

数，挙手回数」「９．授業態度（私語・聞く態

度を含む）」は「関心・意欲・態度」でも評価

されてきた項目であり，これらで「主体的に

学習に取り組む態度」の評価をする場合，評

価方法が適切かどうかを検証する必要がある。

また，両校とも「２．忘れ物点検」で「主体

的に学習に取り組む態度」の評価をしていな

いことがわかる。「２．忘れ物点検」は教師が

生徒の状態を一方的に評価するものであり，

「知識・技能」「思考・判断・表現」に関わる

フィードバックもできないためである。この

ように評価資料そのものを見直す必要もある。

松村　謙一・林　大輔・上野　雄司・三山　善久・新田　貴士
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第２は，形成的評価と総括的評価を適切に

行えているかどうかである。第３表から「主

体的に学習に取り組む態度」を評価するため

の現場での取組が多岐にわたっていることが

わかる。その主因として，『参考資料』に掲載

されている「主体的に学習に取り組む態度」

の評価方法が教科によって異なること，各校，

各教科の評価方法が未だ試行錯誤の段階であ

ることの２点が挙げられる。特に，形成的評

価については，一定期間同じ評価方法を採用

しないと評価できないため，各教科で一貫し

て取り組める評価方法を確立する必要がある。

なお，「11．ワークシート・プリントの点検」

「12．ノートの点検」「13．小テスト」「15．
提出物の点検（宿題・課題・自由研究の点検

含む）」「18．自主学習ノート」は，生徒が次

の学習に向かうための明確なフィードバック

があれば形成的評価になるが，提出したか，

指定された内容が書いてあるかなどを確認す

るだけならば形成的評価にはならない。これ

は「10．振り返りシート」にも言えることで，

生徒の考えが克明に書かれていたとしても，

ただ教師がそれを見取るだけでは，形成的評

価にならないことにも留意したい。

また，第３表には，主に形成的評価のため

のもの（「４．授業中の観察」，「10．振り返り

シート」，「13．小テスト」など）と主に総括

的評価のためのもの（「16．作品の創意工夫，

完成度」，「19．パフォーマンス課題」など）

があるが，ある教科では形成的評価のために

行っているものを，別の教科では総括的評価

として扱っている例や形成的評価のためのも

ので総括的評価をしている例が確認されてい

る。形成的評価と総括的評価については，校

内で評価方法を共有し，適切かどうかを定期

的に検証する機会が必要であろう。

第３表で も高い値を記録したのは「10．
振り返りシート」である。これまでの実践か

ら，両校では振り返りシートが有効と考え，

その活用により力を入れている。すべての教

科が共通の評価方法で「主体的に学習に取り

組む態度」を評価することにより，教師同士

の評価方法や課題についての交流がしやすく

なり，評価についての議論が活発になる。

第３表 「主体的に学習に取り組む態度」に関する評価方法の実際 
質問：主体的に学習に取り組む態度の評価資料としたものを教えてください。（複数回答可） 

選択項目 
Ａ中学校 

(N=26) 

Ｂ中学校

（N=18） 

１.関心をみるためのテスト 5 19.2% 0 0.0% 
２.忘れ物点検 0 0.0% 0 0.0% 
３.学習の準備 4 15.4% 2 11.1% 
４.授業中の観察 17 65.4% 7 38.9%
５.授業中の観察記録・メモ 8 30.8% 7 38.9%
６.発表内容，発言回数，挙手回数 6 23.1% 6 33.3%
７.質問（質問回数を含む） 1 3.9% 1 5.6%
８.資料の活用状況 5 19.2% 1 5.6%
９.授業態度（私語・聞く態度を含む） 8 30.8% 2 11.1%
10.振り返りシート（自己評価カード） 26 100.0% 18 100.0%
11.ワークシート・プリントの点検 12 46.2% 6 33.3%
12.ノートの点検 5 19.2% 2 11.1%
13.小テスト 4 15.4% 0 0.0%
14.レポート（感想文を含む） 10 38.5% 4 22.2%
15.提出物の点検（宿題・課題・自由研究の点検を含む） 8 30.8% 0 0.0%
16.作品の創意工夫，完成度 5 19.2% 3 16.7%
17.定期テストの反省用紙 2 7.7% 3 16.7%
18.自主学習のノート 2 7.7% 1 5.6%
19.パフォーマンス課題（発表を含む） 3 11.5% 17 94.4%

（林・上野作成） 
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４．振り返りシートの開発とその有効性

（１）「学びのあしあと」の開発 

① 開発の目的 

2020 年 4 月から，主幹教諭（上野），指導

教諭（松村），教務主任（林）の三者で不定期

に会議を行い，2021 年度から本格実施される

学習指導要領に対応するための評価方法のあ

り方を模索していた。そこで手がかりにした

のが，『参考資料』で掲載されていた評価方法

である（第４表）。

 なかでも，社会科と数学科においては，「学

びのあしあと（足跡）」という名称で，「思考・

判断・表現」と「主体的に学習に取り組む態

度」をつなぐ振り返りシートが紹介されてい

た。この振り返りシートは，生徒にとっては

「学びを深める」ものであり，教師にとって

は「客観性を確保する」手段になるという点

が共通していた。

本研究においては，第２図で示した「主体

的に学習に取り組む態度」が育つ過程を明ら

かにするのではなく，「主体的に学習に取り組

む態度」を評価するために開発した振り返り

シートの有効性の有無に焦点を当てている。

研究の手続きとして，次の段階を踏む。一つ

は，『参考資料』で掲載されている振り返りシ

ートを参考にした「学びのあしあと」を開発

し，2020 年度の授業で使用する。二つには，

2020 年度の 3 学期末に「学びのあしあと」の

有効性について量的調査し，開発した振り返

りシートの評価を行う。三つには，開発した

振り返りシートの評価を踏まえ，2021 年度で

使用するための「学びのあしあと」を開発す

る。なお，以降の記述に出てくる資料１～６

については，本稿の 後にある「別紙」に掲

載している。

第４表 『参考資料』に掲載されている各教科等における評価方法の一覧 

教科等名 評価方法 

国語 ノート，観察，語彙手帳，ワークシート，下書き原稿，推敲した文章，模造紙 

社会 
ペーパーテスト，（ウェビング図やベン図を含む）ワークシート，発言，問いの設
定，レポート，観察，ノート，聞き取り，「学びのあしあと」シート 

数学 
行動観察，小テスト，「学びの足跡」シート（社会とは名称が異なる），ノート，
単元テスト，振り返りシート，レポート 

理科 
透明半球の記録，（イメージマップを含む）ワークシート，行動観察，ペーパーテ
スト，振り返りシート，スケッチ記録 

音楽 ワークシート，観察，演奏（歌唱），創作，鑑賞 

美術 
ワークシート，発言の内容，活動の様子，アイデアスケッチ，試作の作品，制作途
中の作品，完成作品，撮影の様子 

保健体育 
（自己評価に関わる）学習カード，観察，アドバイス・カード，（実技の）実現状
況，ワークシート，問答 

技術・家庭

〈技術〉調べ学習レポート，ワークシート，ペーパーテスト，問題発見シート，設
計レポート，設計図・製作図，作業計画表，観察，制作品，完成レポート，提言レ
ポート，振り返りカード，工夫調べレポート，育成計画表，生徒の行動観察，育成
環境の調節や作物管理の状況，管理記録カード，収穫レポート，問題発見・課題設
定シート，回路図・製作図，構想レポート，作業記録カード，観察，製作品，ポー
トフォリオ，設計ワークシート 
〈家庭〉学習カード，ペーパーテスト，ポートフォリオ（学習のあしあと），行動
記録，行動観察，相互評価，練習布 1・２，確認テスト，製作計画・実践記録表，
再利用作品，・「地域の人々との協力・協働プロジェクト」計画書，計画・実践レ
ポート 

外国語
活動の観察，パフォーマンステスト，英文を読む活動，振り返り，ペーパーテス
ト，「聞くこと」の言語活動で使用したワークシート 

特別活動 ワークシート，キャリア・パスポート，応援シート，振り返りシート，観察 

出典）各教科等の文部科学省 国立教育政策研究所 教育課程研究センター『「指導と評価の一体化」のため

の学習評価に関する参考資料』の事例をもとに松村作成．

松村　謙一・林　大輔・上野　雄司・三山　善久・新田　貴士
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② 2020 年度社会科の「学びのあしあと」

 資料１は，2020 年度の１学期～２学期に使

用した「学びのあしあと」（第１弾）である。

事前段階に関わる項目は「１．はじめに」

が該当し，記述的及び概念的知識を習得して

いない状況で，単元を貫く問いに対する自分

の考えを記述させる欄をつくった。

遂行段階に関わる項目は「２．単元の学習

の途中で…」が該当し，授業タイトル（その

授業のめあて・テーマになるもの）と，当日

に習得した「知識・技能」と，主発問に対す

る話し合いで表出した「思考・判断・表現」

を記述する欄をつくった。これは，全て形成

的評価であり，各観点に関わる記述的及び概

念的知識の記述や，それらの知識を使った考

察が記述されていた場合は，教師が下線を引

いてコメントを返す（フィードバックを行う）

ことを心掛けた。

 事後段階に関わる項目は，「３．単元の学習

を終えて」が該当し，学習課題の達成度を自

己評価させるための「⑴この単元の自分自身

の学習への取組」，事前段階と比較するための

「⑵現時点での考え」，次回の学習に向けての

目標・計画を立て直させるための「⑶今後の

学習や生活に生かしたいこと」と「⑷これか

らも考え続けていきたいこと（問い続けてい

きたいこと）」を記述させる欄をつくった。⑵・

⑶・⑷は「主体的に学習に取り組む態度」の

総括的評価となる。

 次に資料２は，2020 年度の３学期に使用し

た「学びのあしあと」（第２弾）である。第１

弾と大きく異なる点は，三つある。一つは，

「２．単元の学習の途中で…」を，単元のね

らいと関連させて，三つの小単元から単元を

貫く問いを考えさせる形式にしたことである。

二つには，「３．単元の学習を終えて」の⑴を，

自己評価させた理由を記述させる欄をつくっ

たことである。三つには，「３．単元の学習を

終えて」の⑶と⑷を，生徒の要望に応える形

で，『参考資料』に掲載されていた項目の書き

方を変更したことである。

第１弾が『参考資料』に似せた形式であっ

たが，第２弾は，第１弾における生徒の記述

内容の分析と生徒からの要望を踏まえて，形

式や問い方を変更した。ただし，第１弾と第

２弾ともに評価基準（第５表）の変更はして

おらず，「指導と評価」に関しては一貫性を持

たせるようにした。評価基準は３段階とし，

２であれば満点評価，１であれば中間的な評

価，０であれば評価できない（未提出，記述

なしに相当）という形になっている。ただし，

学校によって評価基準は変更可と考える。

第５表 事後段階における「主体的に学習に取り組む態度」の評価基準（社会科） 

単元最初に提示 ２ １ ０ 

「１．はじめに」

から「３．単元の

学習を終えて」⑴

の変化に関する評

価基準

単元が始まる前と後
の「学びの状況」のち
がいについて，①新
たな視点が付け加わ
ったり，②視点が深
まったりするような
変化が見られる。 

単元が始まる前と後の
「学びの状況」のちが
いについて，①視点が
深まるような変化が見
られる。 

単元が始まる前と後の
「学びの状況」のちが
いについて，大きな変
化が見られない。 

「３．単元の学習

を終えて」⑶と⑷

の評価基準 

△△の課題とその解
決策について，①他
単元，②他教科，③日
常生活から，少なく
とも２つから考えた
り，調べようとした
りしている。 

△△の課題とその解決
策について，①他単元，
②他教科，③日常生活
から，少なくとも１つ
から考えたり，調べよ
うとしたりしている。 

△△の課題とその解決
策について考えたり，
調べようとしたりして
いない。 

（松村作成） 
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③ 2020 年度数学科の「学びのあしあと」

資料３は，2020 年度の２学期に使用したも

の（第１弾）である。『参考資料』と同様に，

小単元の区切りで生徒が自己評価する場面を

想定した。   
単元の目標については，事前段階にあたる

単元の第１時において，生徒とのやりとりの

中で教師から生徒に示した。小単元という中

期的なスパンで，「①わかったこと・大切な考

え方・自分でほめてあげられること」「②はっ

きりしないこと・分かっていないこと」を記

述する従来の欄に付け加え，「②を克服するた

めに工夫したこと・これからすること」を記

述する欄を設けることで，自己調整の側面の

表出を捉えようと試みた。数学科の特質から，

生徒の記述については「言葉」「式」「図」な

ど多様な表現を認めることとした。その結果，

遂行段階において，３観点を意識したフィー

ドバック（形成的評価）を行ったことで，生

徒の記述が少しずつ変わっていった（ただし，

全生徒ではない）。その際，生徒の記述からメ

タ認知と自己調整力に関係する言葉を捉えよ

うとし，生徒が少しずつでも変容していくた

めのコメントを書くことを心がけた。事後段

階では，各小単元での記述の量的な側面を、

記録に残していった（総括的評価）。

資料４は，2020 年度の３学期に使用したも

の（第２弾）である。第１弾からの変更点は，

小単元での問いや目標を教師から明示したこ

と，単元を通しての自己評価を連続する点数

付けを行う欄を設けたこと，単元の目標に対

する総括的な記述（今の考え・これからの生

活に生かしたいこと・今後も考え続けたいこ

と）の欄を設けたことである。これは，第１

弾の記述を分析した結果及び生徒からの要望

による変更である。小単元での学習を，単元

全体の目標に関連させながら自己評価（点数

化）させ，その理由や今後の学習の方向付け

を単元末に記述させることにした。第１弾と

同様に小単元での記述を記録に残すもののと，

この単元末の記述を重点的に記録に残すよう

にした。

 第１弾と第２弾についての，小単元の記述

の評価基準は変更していない。第２弾につい

ては，事後段階で使用する，単元末の記述の

評価基準を新たに設定した。ただし，各単元

を通じて「指導と評価」に関しては一貫性を

持たせるため，大幅な評価基準の修正はして

いない。また，評価基準は３段階としたが，

学校の特色・特性によって評価基準は変更可

と考える。

第６表 事後段階における「主体的に学習に取り組む態度」の評価基準（数学科） 

単元最初に提示 ２ １ ０ 

小単元の記述の
評価ポイント 

○○の意味や特徴に
ついて、①学習状況
を 的 確 に 自 己 評 価
し、②自分自身の課
題の克服やさらなる
追及をしている。 

○○の意味や特徴につ
いて、①学習状況を具
体的に自己評価してい
る。 

○○の意味や特徴につ
いて学習状況を自己評
価できていない。 

単元末の記述の
評価ポイント 

①問題解決の過程を
的確に振り返り、②
学 習 し た こ と を 生
活・他単元・他教科に
生 か そ う と し て い
る。 

①問題解決の過程を具
体 的 に 振 り 返 っ て い
る。 

問題解決の過程を振り
返っていない。 

（林作成）
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（２）2020 年度「学びのあしあと」の有効性 

① 量的調査の目的とその枠組み 

2021 年 3 月 11 日（社会科），13 日（数学

科）に，開発した「学びのあしあと」の有効

性を確認するために，2020 年度の附属中 1 年

生を対象に質問紙調査を行った（社会科が

141 名，数学科が 139 名）。第７表が社会科，

第８表が数学科の質問紙調査の結果である。

４段階の評定を肯定群と否定群にわけ，肯定

群と否定群の比率が等しいという帰無仮説が

棄却されるのかを検討するために，１×２の

正確二項検定（両側検定）を用いて集計作業

を行った（ js-STAR XR release 1.1.3j を使用）。

 質問項目を設定する上で参考にしたのが，

主体的学習態度尺度の調査内容である（河村，

2020）。特に，振り返りシートに関わりの深い，

社会的情動スキルとしての「学習方略」を問

う内容にした。質問内容については次の通り

ある。

項目１：物事に対して見通しをもって考えられる

ようになった。

項目２：すでに習ったことと新しく習ったことを

結び付けて考えるようになった。

項目３：新しいことを覚えるときには，自分の知

っていることと結び付けて覚えらえる

ようになった。

項目４：新しく聞く情報が本当に正しいかを考え

られるようになった。

項目５：問題に対して自分の知識や能力を，どの

ように活用すればよいかを考えられる

ようになった。

② 「振り返りシート」の有効性について 

 第７表と第８表は，社会科と数学科に関す

る量的調査の結果である。両教科とも，全て

の項目で肯定群に p=0.0000 であり５％水準

で有意であった。

第７表 社会科に関する量的調査の結果（N＝141） 

質問 
項目 

肯定群 
A＝とても当てはまる 

B＝少し当てはまる 

否定群 
C＝あまり当てはまらない 

D＝全く当てはまらない

検定結果 
（両側検定） 

１ 134（A＝44，B＝88） 7（C＝7，D＝0） *p=0.0000 
２ 134（A＝88，B＝46） 7（C＝7，D＝0） *p=0.0000 
３ 134（A＝73，B＝61） 7（C＝7，D＝0） *p=0.0000 
４ 128（A＝46，B＝82） 13（C＝13，D＝0） *p=0.0000 
５ 126（A＝45，B＝81） 15（C＝15，D＝0） *p=0.0000 

（松村作成） 

第８表 数学科に関する量的調査の結果（N＝139） 

質問 
項目 

肯定群 
A＝とても当てはまる 

B＝少し当てはまる

否定群 
C＝あまり当てはまらない 

D＝全く当てはまらない

検定結果 
（両側検定） 

１ 116（A＝32，B＝84） 23（C＝21，D＝2） *p=0.0000 
２ 119（A＝59，B＝60） 20（C＝18，D＝2） *p=0.0000 
３ 120（A＝54，B＝66） 19（C＝16，D＝3） *p=0.0000 
４ 115（A＝37，B＝78） 24（C＝20，D＝4） *p=0.0000 
５ 121（A＝37，B＝84） 18（C＝13，D＝5） *p=0.0000 

（松村作成） 

第７表及び第８表の注）＊が付いているのは「５％水準で有意」であることを示す．
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 以上の結果から，両教科の「学びのあしあ

と」は，「主体的に学習に取り組む態度」をは

かることができる内容になっていたことが確

認された。したがって，資料１～資料４の振

り返りシートは，評価方法としては十分に機

能するものであり，生徒は教師が開発した振

り返りシートの意図を理解した上で学習活動

を行っていたと考えることができる。

（３）2021 年度「学びのあしあと」の開発 

① 社会科の場合 

 第２弾までの「学びのあしあと」を省察し

た結果，次の３点を改良することにし，資料

５に開発し直した。

第１は，事前段階の「１．はじめに」の記

述欄を，「 初の考え」だけではなく，各授業

の問いにつながるように「疑問に思ったこと」

を付け加えたことである。「疑問に思ったこと」

を入れることで，前単元で自己調整したこと

とつながりを持たせやすくできると考えた。

第２は，「２．単元の学習の途中で…」に「知

識・技能」を自己評価させる欄を付け加えた

ことである。第２弾までの記述内容を分析し

た結果，事実的知識を記述している生徒が少

ないという傾向が見えてきた。そのため，事

実的知識に関わる自己評価をさせることを通

して，基礎学力の定着をめざすことができる

のではないかと考えた。

第３は，「３．単元の学習を終えて」の⑶と

⑷を第１弾の形式に変更したことである。第

２弾の形式は一部の生徒からの要望があって

変更したが，生徒によっては記述しにくい様

子が散見され，さらには記述内容に大きな変

化がなかったため，『参考資料』の内容に戻し

たという経緯がある。

2021 年度は，評価基準を変更することなく，

資料５を使用した実践を行っている。2020 年

度と実践する学校は変わったが，現在のとこ

ろ，記述量や記述内容に大きな差はなく，感

覚的ではあるが生徒の変容も見られる。

② 数学科の場合 

数学の単元の構成は，全教科書において

終小単元にその単元の「利用」の節が存在す

る。その節の目標こそが，その「単元を貫く

問い」であると言っても過言ではない。その

ため，第２弾での単元末の記述欄を削除し，

終小単元を，単元の問いに対する記述とな

るように変更した。ただし，「思考・判断・表

現」の観点の趣旨に関する生徒の学習の取り

組みを主として見取ることに変わりはないた

め，その単元の記述の観点を「自分の考えの

変化」「学んだことがどのように活用できるか」

と指定した。

 終小単元以外の節については、「分かった

こと・分かるようになったこと・疑問に思っ

たこと・これまでの授業との関連性・克服す

るために工夫したこと」と指定した。これに

より，「知識・技能」の観点の趣旨に関する生

徒の取り組みを主として見取るためである。

 以上のように，記述の観点を指定したのは，

生徒からの要望があったことに加え，このよ

うに記述の観点を明確に生徒に示すことで，

生徒がどのようなことを振り返って記述すれ

ばよいかが書きやすくなるだろうと考えたか

らである。

 また，教科の特質により，数学科は１単位

時間において，学習課題解決に向けて，自ら

の学習状況を把握しながら見通しを持ち，そ

れをもとに選択した方法を実行し，その過程

や結果を振り返ることが可能である。したが

って，小単元の記述についても，フィードバ

ックしながらも，生徒の「学習を修正・改善」

していく姿を，記録に残しておくことができ

ると考える。

５．おわりに

 本稿で述べられている内容は，便宜上「本

研究」となっているが，実際には研究として

行ってきた成果をまとめあげたものではない

と考えていただきたい。なぜなら，学習指導
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要領の本格実施に向けて，「新しい時代に必要

となる資質・能力を育成するためにはどうあ

るべきか」という課題に対して取り組んでき

た「結果報告」だと考えているからである。

 研究のために行ってきたのではなく，生徒

のことを第１に考え，今後どのような授業を

行い，どのように評価を行えばよいかを考え

てきたのである。私たち教師の根底には，「こ

れまで自身が行ってきた授業や評価は通用す

る」という信念を共有していた。そのため，

私たちがこれまで行ってきた授業や評価をど

のように工夫・改善していけばよいかという

ことが，この取り組みの原点となっている。

2020 年 4 月から，学習指導要領と『参考資

料』を検討し，指導と評価のあり方を具体化

するために試行錯誤しながら取り組んできた。

特別に，時間を設けて集まって検討するとい

うのではなく，少しでも時間があるときに，

授業の様子や生徒の反応，振り返りシートへ

の記述内容の分析報告，振り返りシートの視

点や形式の改善等について話し合い，生徒が

変容するような授業や生徒の真の心の声（メ

タ認知の側面と自己調整力）が捉えられる評

価についてアイディアを出し合ってきた。そ

して，いくつかの各教科の諸論文を手がかり

にして 新の研究を確認してきたが，決して

新しい何かを見出すものはなかった。

ただし，不安であったのが，「私たちの取り

組みは理論的に正しいのか。これが正しいと

思い込んでいないのか」という点であり，学

習評価に関わる理論的な裏付けになるような

論文がないかという悩みを抱え続けていた。

そのときに目にしたのが，大島（2020）と河

村（2020）であり，これら二つの論文で述べ

られていることを具体化するための取り組み

であることを確信した。そして，完成したの

が本稿で述べられてきた「結果報告」である。

教師が生徒の可能性を伸ばす，生徒の変容

をめざす（資質・能力を育成する）ことを目

的とし，「指導と評価は両輪である」という考

えの基に，３観点から指導・評価のあり方を

見直し，これらの工夫・改善に向けた提案を

することができたと考えている。

忘れてはならないのは，評価するための評

価であってはならないということである。授

業中にどのような評価をするのか，どのタイ

ミングでどのようなフィードバックをするの

か，振り返りカード等の評価物をどの観点か

ら評価し，どのようなコメントでフィードバ

ックするのか等，生徒の可能性を伸ばし，生

徒の変容をめざすための評価でなくてはなら

ない。この評価こそが，自身の授業を振り返

ることになり，更なる授業の工夫・改善へと

つながっていくのである。

後に，この「報告書」が，読まれた方々

にとって少しでも参考になれば幸いです。

注

１）学術論文雑誌検索サイト CiNii Articles で「主

体的に学習に取り組む態度」をキーワードとして

教育実践に関わる学術論文を中心に検索した。

2021 年 8 月現在の時点で，2021 年は 14 本，2020

年は 22 本，2019 年は 6 本，2018 年は 4 本，2017

年は 6 本，2016 年は 4 本，2015 年は 14 本，2014

年は 1 本，2013 年は 2 本，2012 年は２本，2011

年は 2 本，2009 年は 1 本であった。特に，2020

年と 2021 年との違いは，2021 年では小学校が国

語科，生活科，中学校で国語科，社会科，数学科，

理科，音楽科，英語科，高等学校で地理歴史科に

関わる実践研究であったが，2020 年では各教科に

よる実践研究は少なく，カリキュラム・マネジメ

ントの視点からの内容が非常に多かった。また，

メタ認知と振り返りシートに関わりを持たせた

事例はきわめて少ない現状がある。今後は，教育

現場が求めるような，より具体的な「指導と評価

の一体化」に関わる研究が望まれる。

２）特に，「方略についての知識」については，田村

（2018）が「知識・技能」と「思考・判断・表現」

に関わりがあることを指摘している（田村，2018：

pp.37-63）。
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３）田村（2021）では，「主体的に学習に取り組む態

度」と関わる捉え方として，OECD による社会情

動的スキルと認知的スキルのフレームワークを

紹介している（田村，2021：pp.162-165）。また，

「宣言的知識と手続き的知識と否認知系の知識

が一体となり統合した状態に向かうこと」と定義

し，具体的な姿として，性格特性 BIG5 と言われ

る五因子（誠実性・外向性・協調性・開放性・安

定性）と関係していることを指摘している（田村，

2021：pp.158-160）。今後の研究課題として，性格

特性 BIG5 に関わる評価研究を積んでいかなけれ

ばならないが，本研究ではそこまで触れることは

できていない。
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1以下
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附属中学校第 2学年数キ科学びゆ足趾

第 3 章「一次闊数」
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P58~P93 

.• →灰閉数でどのような数量関係を捉えられるのか？

・自然や社会など｀の日常にある、伴...,て変わる数量の関係をどのように捉え、 どう予測するか？
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